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   Foley's bag catheter was successfully applied for urethrography to protect the surgeon 
from the X-ray exposure. Urethrograms thus taken were all satisfactory. Protection was 

also considered for patients' testes with use of a rubber sheet specially devised for that 

purpose.

は じ め に

男子尿道撮影法は1910年Cu1111inghamに よ

つて創始 されて以来,撮 影技術や造影剤 に種 々

改良が加 えられ,Haudek(1921),Kurtzahn

(1921),Beclere&Henry(1922)等 に より全

尿道 の明瞭な描 出に成功 し今 日にお よ ん で い

る.

尿 道撮影の患者の体位 には,背 位,斜 位,側

位 の各種があるが,斜 位が最 も多 く用 い られ,

所 謂Langer-Wittkowsky撮 影 法 が 賞 用 さ

れ,わ れわれ もこの体位 で行 つている.た だ造

影剤注入に際 し,従 来亀頭を手 で把持 し陰茎 を

牽 引 しなが ら造影剤を外尿道 口よ り逆行性 に注

入 してお りこの場合:

1)先 づ 術者 の手が レ線の曝射に さ ら さ れ

る・ この場合・新谷(昭36)は 術 者1回 の被曝

線量0.9～4.2mrと 報 告 している.防 禦 用手袋

装 用の場合は操作が容易でな く,又 前部尿道 の

影像がおか され る場合がある(第1図)

第1図 防禦用手袋装用の場合

2)陰 茎 の把握,牽 引には術 者の技術 もさる

ことなが ら,患 者 によつ ても施行 し難 い場合が

あ り得 る.

3)造 影 剤が逆漏出す る事が しば しば ある.

等 の欠点を有 している.

こ れ に 関 しKnutson(1935),Brodny

(1941),Tauber(1959)等 は陰茎鉗子或は特

殊 のCatheterを 考案 し使用 してい る.

現 在 アメ リカではBrodny'sClampヵ:一 般
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に使用されてレ}る様で ある.ま た最近Fister
ほ

等(1960)はF61eyCatheterに よ る造影法を

発表 している.

おれわれの方法

最初に 対照単 純 撮 影 を行 う.陰 茎 鉗 子 に ては さみ,

患者に牽 引 させ るか 或はBagCatheterを 挿 入 して牽

引,撮 影 を 行 う.

1)外 尿道 口部 のマ ー ゾニ ソ消毒.

2)FoleyBagCatheter5cc(TAKEI製)を

Fossanavicularisま で挿 入 す る.

3)Bagに1～2ccの 空気 又 は 水 を注 入 し 固 定 す

る,

4)患 者 はLanger・Wittkowsky体 位 とす る.

5)患 者睾丸 部 に レ線 防 禦用 ゴムシ ー ツ を 装 用 す

る.

6)Catheterを 軽 く牽 引 しつつ,造 影 剤約15～20cc

注入 し終 つた とき撮影 を 開 始 し,レ 線 曝 射 中 注 入 を継

続 し,全 量20～25ccを 注 入 し終 る.造 影 剤 は60%ウ

ログラフィ ンを使 用 してい る。

7)撮 影 条件 は管 球 焦 点陰 茎 根 部,焦 点 フイ ル ム距

離100cm,電 圧75kV,電 流100mA,露 出 時 間0.4

秒であ る.

この 尿 道 撮 影 法 の 利 点 は 次 の 通 リで あ る

1)術 者 の レ線 直接 的 曝 射を 避 け る こ とが 出来 る.

2). .前部身状 窩 部尿 道 まで鮮 明 な像 を得 る こ とが出

来 る(第2図)
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3)造 影剤の逆漏出がない .

4)操 作は容易且つ大した技術を要 しない.

特 に注意を要ナ る事は次の諸点である

1)Catheter内 は前もつて造影剤を充してお く,

さもないとCatheter内 の空気が尿道に入り,尿 道に

陰影欠損部を生ずることがある.

2)Bagは 軽 く牽引して抜けぬ程度に除々に 空気

又は水を1～2cc注 入する.急 に又多く注入すると尿

道損傷を来し出血を見ることがある.

3)抜 けやすい場合にはBagの 末梢亀頭部に陰茎

鉗子をかけるとよい.

4)外 尿道口の狭小の場合は実施困難な こ とが あ

る.

む ナ び

われわれは尿道撮影 の改良 法 と し て,Bag

Catheterを 使 用する造影法を招介 した.こ れ

は術者 の レ線曝射 を防禦す る意味 で大いに利用

され るべ き方法であると考える.そ の影像 は全

て満足すべ きものであつた.ま た患者の睾丸曝

射 防禦 のため,防 禦用 ゴムシー ツの睾丸部装用

についても留意 した.

(本論文の要旨は昭和38年2月9日 高槻市大阪医大

にて行われた第21回 日本泌尿器科学会関西地方会の席

上で発表した.)
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第2図FoleyBagCatheter使 用 に よ り

前部 尿 道 ま で描 出




